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像
は
根
本
像
の
形
制
を
踏
製
し
、

木造如意輪観音半珈像法輪院

神
将
形
像
が
安
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
承

暦
二
年

(1
0
七
八
）
に
火
災
に
遭
い
、
現
在
は

断
片
の
み
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
罹
災
後
の
再
典

れ
も
塑
造
の
二
胄
丈
六
観
音
像
お
よ
び
二
躯
の

造
営
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
本
尊
と
し
て
い
ず

な
か
で
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一）
よ
り
拡
張

て
い
ま
す
。
石
山
寺
は
保
良
宮
と
の
関
わ
り
の

こ
の
地
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
に
造
営

u
ら

の

み

や

を
開
始
し
た
保
良
宮
の
旧
在
地
と
考
え
ら
れ

る
瀬
田
川
に
面
し
た
岩
山
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

（
滋
賀
県
大
津
市
）
は
、
琵
琶
湖
か
ら
南
流
す

ろ
う
ぺ
ん

良
弁
僧
正
に
よ
る
開
基
と
伝
え
る
石
山
寺

番
札
所
と
な
り
、
観
音
信
仰
の
霊
場
と
し
て
も

ま
た
石
山
寺
は
西
国
三
十
三
所
の
第
十

が
燐
富
に
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
て
、
と
く
に
仏
像
彫
刻
や
密
教
図
像
、
典
範

統
を
築
い
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
の
時
期
の
辿
品
と

平
安
時
代
に
入
る
と
、
石
山
寺
は
醍
醐
寺

石

山
本
堂
厨
子
内
に
秘
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
金
銅
仏
や
経
典
な
ど
、
創
建
当
初
の

追
品
は
他
に
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

流
の
密
教
寺
院
に
変
貌
し
、
学
俯
と
し
て
名
裔

し
・
ん
に
＊
う

い
淳
祐
の
来
寺
に
よ
り
、
学
問
寺
と
し
て
の
伝

寺

山
寺
）
、
木
造
如
意
輪
観
音
半
珈
像
（
法
輪
院
）
、

門
天
立
像
、
◎
木
造
毘
沙
門
天
立
像
（
以
上
石

◎
木
造
如
意
輪
観
音
半
珈
像
、
◎
銅
造
観
音

《主
な
出
陳
作
品
》

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
の
仏
教
美
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
堪
能
し
て
い

を
通
じ
、
石
山
寺
の
歴
史
と
伝
統
、
ひ
い
て
は
日

を

一
堂
に
会
す
る
初
め
て
の
試
み
で
す
。
本
展

展
は
、
寺
外
初
公
開
の
作
品
を
含
め
、
こ
れ
ら

美
術
作
品
が
多
数
伝
来
し
て
い
ま
す
。
本
特
別

密
教
、
ま
た
観
音
信
仰
に
基
づ
く
俊
れ
た
仏
教

は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
、
南
都
仏
教
や

J

の
よ
う
な
歴
史
を
反
映
し
て
、
石
山
寺
に

書
き
は
じ
め
た
と
い
う
伝
説
も
、
こ
う
し
た
背

娯
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

菩
薩
立
像
、
◎
木
造
大
日
如
来
坐
像
〔快
炭
作
〕
、

◎
木
造
維
摩
居
士
坐
像
、
◎
木
造
兜
跛
毘
沙

◎
仏
涅
槃
図
、
◎
不
動
明
王
二
童
子
像
、
◎
釈

ら
し
く
、
紫
式
部
が
当
寺
で

「源
氏
物
語
」
を

と
く
に
貝
族
の
女
性
の
参
龍
が
流
行
し
た

多
く
の
参
詣
者
を
集
め
ま
し
た
。

八
月
九
日
（
金
）
ー
九
月
八
H
(
H
)

◆
主
催

奈
良
国
立
栂
物
館

東
西
新
館

⑥
11
国
宝

◎
11
重
要
文
化
財

業
障
経
〈吉
備
由
利
願
経
＞
‘
◎
石
山
寺
一切
経
、

寺
縁
起
絵
巻
、
⑥
釈
磨
詞
術
論
、
＠
淳
祐
内
供
箪

聖
教
＾
庶
聖
教
＞
、
＠
延
暦
交
替
式
、
◎
仏
説
浄

◎
銅
鐸
（
以
上
石
山
寺
）

龍
剣
三
童
子
像
＾
校
倉
塑
教
図
像
＞
‘
◎
石
山

迦
如
来
像
＾
校
倉
型
教
図
像
＞
‘
◎
倶
利
迦
羅

〇木造大日如来坐像（快慶作〕 石山寺



0大和国西大寺与秋篠寺堺相誼絵図 東京大学文学部

こ
の
展
買
会
で
は
、
現
在
は
東
京
大
学
文
学

寺
の
絵
図
群
に
関
し
て
も
、
古
代
史
・
中
世
史

が
重
要
な
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
大

き
ま
し
た
。
近
年
の
歴
史
研
究
で
は
画
像
史
料

に
伝
え
る
貝
重
な
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て

は
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
奈
良
の
景
観
を
今

と
ま
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
図

律
宗
寺
院
と
し
て
再
興
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て

称
徳
女
帝
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
大
寺
で
す
。

置
に
営
ま
れ
た
西
大
寺
は
、
奈
良
時
代
後
期
に

平
城
京
の
右
京
、
東
大
寺
と
対
称
的
な
位

平
安
時
代
に
は
た
び
た
ぴ
の
火
災
で
衰
え
ま
す

が
、
鎌
倉
時
代
に
叡
尊
（
興
正
菩
薩
）
に
よ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
西
大
寺
に
は
鎌
倉
時
代
に
描
か

れ
た
古
代
・
中
世
の
寺
地
に
関
わ
る
絵
図
が
ま

考
古
学
・歴
史
地
理
学
・
仏
教
史
な
ど
、
各
方

面
か
ら
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
歴

史
景
観
が
復
元
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

部
と
西
大
寺
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
西
大
寺
の
絵

図
群
の
す
べ
て
を
初
め
て
一堂
に
公
開
し
ま
す
。

北
条
里
図
（
以
上
東
京
大
学
文
学
部
）
‘
◎
大

◎
西
大
寺
寺
中
虻
荼

羅
（
西
大
寺
）
‘
◎
西
大
寺
古
伽
藍
敷
地
井
現

存
堂
舎
坊
院
図
（
東
京
大
学
文
学
部
）
‘
◎
大

和
国
西
大
寺
伽
藍
絵
図
（
西
大
寺
）
‘
◎
大
和

国
西
大
寺
往
古
敷
地
図
、
◎
大
和
国
西
大
寺

敷
地
図
、
◎
大
和
国
西
大
寺
敷
地
図
、
◎
大
和

国
西
大
寺
敷
地
之
図
、
◎
大
和
国
添
下
郡
京

和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
（
西
大
寺
）
‘
◎
大

和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
、
◎
大
和
国
西
大

寺
与
秋
篠
寺
堺
相
論
絵
図
（
東
京
大
学
文
学

部）‘
◎
大
和
国
西
大
寺
与
秋
篠
寺
堺
相
論
絵

図
（
西
大
寺
）
‘
◎
大
和
国
西
大
寺
領
之
図
（
東

京
大
学
文
学
部
）
、
西
大
寺
資
財
流
記
帳
、
◎

西
大
寺
一二
宝
料
田
畠
目
録
（
以
上
西
大
寺
）

《
主
な
出
陳
作
品
》

会
い
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

た
だ
き
な
が
ら
、
絵
図
を
通
し
た
過
去
と
の
出

九
月
十
四
H
（
土
）
ー
十
月
六
日

(H)
東
新
館

◆
主
催

奈

良

国
立
博
物
館
・
東
京
大
学
文
学
部・
真
言
律
宗
総
本
山
西
大
寺

◆
後
援

8
本
経
済
新
聞
社

◆
協
力
東
京
大
学
史
料
編
鉦
所

◆
協
賛

（
株
）
飛
鳥
園

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
を
見
つ
め
る
と
、
古
代
・中
世

の
歴
史
的
世
界
が
圧
倒
的
な
力
で
迫
っ
て
き
ま

す
。
多
角
的
な
最
新
の
研
究
成
果
に
触
れ
て
い

西
大
寺
古
絵
図
は
語
る

平常展

仏教美術の名品
本館

西新館

7月23日～

7月23日~10月6日

9月14日~10月6日

（彫刻）

（工芸・考古）

（絵画・書跡）

本館•西新館では仏教美術の名品を彫刻•エ芸•考古 ·

絵jilij・柑跡の各ジャンル別に展示します。

特別展の開備中も、本館のみの観烈を希望される楊合

は平前展料金で入館できます。

春
日
龍
珠
箱
（
外
箱
）
当
館



ー
外
か
ら
み
る
奈
良
博
ー

月光菩薩像の搬出風景

特
別
展

『
東
大
寺
の
す
べ
て
』

編
集
部
か
ら
特
別
展
の
辛
口
批
評
を
と
の
依
頼
が
あ
り
、
辛
口
は
な
か
な
か
難
し
い

の
で
す
が
、
と
言
い
な
が
ら
お
引
き
受
け
し
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
が
勤
め
る
同
志
社
大
学

の
博
物
館
実
習
受
講
生
達

(
3
.
4
年
生
中
心
の
約

1
4
0
人
）
に
、
特
別
展
見
学
後

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
悪
い
点
と
し
て
多
か
っ
た
意
見
を
整
理
し
て
み
て
は
ど
う
か
と

思
い
つ
い
た
。
こ
の
ま
と
め
は
最
後
に
述
べ
る
と
し
て
、
ま
ず
は
本
展
の
も
つ
多
様
な
意
義

の
う
ち
、
わ
た
し
の
考
え
る
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

―
つ
目
は
、
今
日
ま
で
の
東
大
寺
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
展
覧
会
の
総
括
と
し
て
の

意
味
を
持
つ
と
い
う
点
。
こ
れ
は
本
展
の
8
章
に
わ
た
る
構
成
が
美
術
・
歴
史
・
宗
教
・
民

俗
と
い
っ
た
各
分
野
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
分
る
。
ま
た
、
昭
和
55
年
に
大
仏
殿
の
昭

和
大
修
理
落
慶
を
記
念
し
た
「
東
大
寺
展
」
（
奈
良
国
立
博
物
館
の
ほ
か
4
ヶ
所
で
開

催
）
と
比
較
し
て
、
こ
の
間
の
22
年
に
行
わ
れ
た
南
大
門
仁
王
像
の
解
体
修
理
や
境
内

各
所
の
発
掘
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
よ
う
。

二
つ
目
は
、
法
華
堂
伝
日
光
・月
光
像
お
よ
び
戒
壇
院
四
天
王
像
と
い
う
塑
像
群
の

移
動
展
示
を
さ
れ
た
こ
と
。
わ
が
国
で
こ
の
規
模
の
展
示
は
か
つ
て
無
い
。
こ
と
に
伝
日

光
・
月
光
像
に
関
し
て
は
、
い
つ
の
時
代
に
か
法
華
堂
に
安
置
さ
れ
て
か
ら
、
第
一
一
次
大

戦
中
に
は
他
の
乾
漆
像
と
同
じ
く
疎
開
計
画
は
あ
っ
た
も
の
の
実
行
に
至
ら
な
か
っ
た

の
で
、
こ
れ
ま
で
堂
か
ら
動
い
た
こ
と
の
な
い
像
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
脆
弱
な
塑
像

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
、
極
限
の
展
示
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
も
し
「
文
化
財

移
動
史
」
な
る
も
の
が
書
か
れ
る
と
し
た
ら
、
本
展
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
事
例
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

一二

つ
H
は
、
別
会
場
と
し
て
東
大
寺
法
華
堂
の
執
金
剛
神
像
を
特
別
開
扉
さ
れ
た

こ
と
。
従
来
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
展
示
方
法
と
は
い
え
、
実
際
に
行
わ
れ
た
例
は
な
か

な
か
聞
く
こ
と
が
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
さ
ら
に
、
執
金
剛
神
像
の
厨
子
の
前
に
通
路

を
特
設
し
、
展
示
場
と
連
携
す
る
ご
と
く
、
間
近
で
明
る
＜
拝
見
で
き
る
と
い
う
実
に

効
果
的
な
方
法
を
考
案
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
本
会
場
内
で
は
執
金
剛
神
像
に
関
す
る
展

以
上
、
こ
れ
ら
の
意
見
が
今
後
の

よ
り
良
い
展
示
に
役
立
つ
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
本
展
で
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
を
表
し
て
終
わ
り
た
い
。

れ
る
。

示
は
み
ら
れ
ず
、
地
下
通
路
の
パ
ネ
ル
や
図
録
を
見
な
け
れ
ば
関
係
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
点
は
惜
し
ま
れ
た
。

さ
て
最
後
に
学
生
達
の
意
見
か
ら
得
ら
れ
た
本
展
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
ま
と
め
て
記

し
て
お
き
た
い
。
設
備
で
は
、
ト
イ
レ
や
休
息
場
所
が
少
な
い
と
い
う
意
見
に
集
約
で
き

た
。
こ
れ
は
展
示
面
で
目
立
っ
た
出
陳
点
数
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
に
関
連
し
よ
う
。

大
規
模
展
示
で
見
る
の
に
長
時
間
を
要
す
る
か
ら
だ
。
展
示
面
で
は
他
に
、
動
線
が
複

雑
で
混
乱
し
た
と
い
う
意
見
も
多
か
っ
た
。
壁
付
き
ケ
ー
ス
と
独
立
ケ
ー
ス
の
見
学
順

序
を
い
う
の
で
あ
る
。
動
線
問
題
は
、
本
館
と
の
関
連
が
分
り
づ
ら
か
っ
た
と
か
、
の
ぞ
き

ケ
ー
ス
内
で
順
路
が
逆
に
な
る
所
が
あ
っ
た
な
ど
の
意
見
に
も
及
ん
だ
。
フ
ロ
ア
ー
プ
ラ
ン

の
配
布
が
必
要
だ
と
の
、
解
決
策
に
繋
が
る
指
摘
も
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え
る
。
ま
た

少
数
な
が
ら
展
示
位
置
が
高
く
、
身
障
者
の
人
に
は
見
づ
ら
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
そ
の
他
、
展
示
に
単
調
な
部

分
が
あ
っ
た
と
か
、
会
場
の
照
明
が

暗
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
比
較
的
多

か
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
多
数
を
占

め
た
の
が
説
明
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
古
美
術
展
示
の
宿
命
と

も
言
え
る
も
の
だ
が
、
工
夫
は
望
ま

を
振
り
か
え
っ
て

井
上

展示風景

ご
稔
（
同
志
社
大
学
文
学
部
助
教
授
）
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8
/
9
ー

9
/
8

◎
石
山
寺
縁
起
絵
巻
、
◎
仏
涅
槃
図
、
◎
不

動
明
王
二
童
子
像
、
十
羅
刹
女
図
、
天
川
弁
才

天
曼
荼
羅
、
良
弁
僧
正
像
、
弘
法
大
師
像
、
◎

石
山
寺
校
倉
聖
教
の
う
ち
胎
蔵
界
三
昧
耶
曼

荼
羅
・
胎
蔵
界
三
昧
耶
敷
曼
荼
羅
・
蘇
悉
地

手
契
図
•
仏
眼
種
子
曼
荼
羅
・
釈
迦
如
来
像
·

不
動
明
王
二
童
子
像
＾
坐
像
＞
・
不
動
明
王

ニ
童
子
像
＾
立
像
＞

．不
動
明
王
二
童
子
像

＾
玄
朝
様
＞
・
不
動
明
王
頭
部
図
・
倶
利

迦
羅
龍
剣
三
童
子
像
・
妙
観
察
智
法
・
法

性
寺
円
堂
炉
壇
様

・
壺
図
．
念
珠
図
（
以
上

◎
木
造
如
意
輪
観
音
半
珈
像
（
石
山
寺
）
、木

造
如
意
輪
観
音
半
珈
像
（
法
輪
院
）
、
塑
像
断

片
、
◎
銅
造
釈
迦
如
来
坐
像
、
◎
銅
造
観
音

菩
薩
立
像
、
◎
木
造
維
摩
居
士
坐
像
、
◎
木

造
大
日
如
来
坐
像
、
◎
木
造
大
日
如
来
坐
像

〔
快
慶
作
〕
、
木
造
大
日
如
来
坐
像
、
◎
木
造

不
動
明
王
坐
像
、
◎
木
造
兜
跛
毘
沙
門
天
立

像
、
◎
木
造
毘
沙
門
天
立
像
、
◎
木
造
持
国
天
・

増
長
天
立
像
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
木

造
地
蔵
菩
薩
立
像
、
木
造
南
無
仏
太
子
立
像
、

木
造
追
儲
面
（
以
上
石
山
寺
）

【
書
跡
】

＠
漢
書
＾
紙
背
に
金
剛
界
念
誦
私
記
＞
、
＠

史
記
巻
第
九
十
六
・
九
十
七
残
巻
＾
紙
背
に

金
剛
界
次
第
＞
、
＠
玉
篇
巻
第
廿
七
後
半
＾
紙

背
に
護
摩
科
文
六
種
＞
、
＠
春
秋
経
伝
集
解

石
山
寺
）

【
彫
刻
】

東
西
新
館

9
/
1
4
1
1
0
/
6

東
新
館

特
別
陳
列

「
西
大
寺
古
絵
図
は
語
る

ー
古
代
中
世
の
奈
良
」

【
考
古
】

巻
第
廿
六
残
巻
＾
紙
背
に
四
分
戒
本
＞
、
＠

春
秋
経
伝
集
解
巻
第
廿
九
残
巻
＾
紙
背
に

真
言
俄
軌
＞
、
＠
釈
摩
詞
術
論
、
＠
淳
祐
内

供
筆
聖
教
＾
薫
聖
教
＞
、
＠
延
暦
交
替
式
＾
紙

背
に
南
天
竺
般
若
悉
曇
十
八
章
＞
〔
淳
祐
筆
〕
、

＠
越
中
国
官
倉
納
穀
交
替
記
残
巻
＾
紙
背

に
伝
三
昧
耶
戒
私
記
＞
、
＠
周
防
国
玖
珂
郡

玖
珂
郷
延
喜
八
年
戸
籍
残
巻
＾
紙
背
に
金

剛
界
入
曼
荼
羅
受
三
昧
耶
世
界
界
行
儀
＞
、

◎
仏
説
浄
業
障
経
＾
吉
備
由
利
願
経
＞
、
◎

十
誦
律
巻
第
五
十
二
＾
称
徳
天
皇
勅
願
経
＞
、

◎
大
般
若
経
音
義
中
巻
、
◎
説
一
切
有
部
倶

舎
論
、
◎
法
華
玄
賛
義
決
、
◎
不
空
三
蔵
表

制
集
巻
第
三
、
◎
法
華
義
疏
、
◎
倶
舎
論
記
・

倶
舎
論
疏
・
倶
舎
論
頌
疏
、
◎
本
朝
文
粋
零
本
、

◎
叡
山
大
師
伝
、
◎
智
證
大
師
伝
、
◎
行
歴

抄
〔
円
珍
記
〕
‘
◎
建
久
年
中
検
田
帳
、
◎
石

山
寺
一切
経
の
う
ち
10
点
、
◎
石
山
寺
校
倉
聖

教
の
う
ち
4
点
（
以
上
石
山
寺
）

【
工
芸
】

金
銅
宝
塔
、
水
晶
製
五
輪
塔
、
扁
額
、
金
銅
密

教
法
具
＾
光
子
内
親
王
施
行
＞
、
金
銅
密
教

法
具
、
金
銅
戒
体
箱
、
金
銅
柄
香
炉
、
金
銅
如

意
、
水
晶
製
念
珠
（
以
上
石
山
寺
）

【
考
古
】

◎
袈
裟
欅
文
銅
鐸
、
尊
賢
僧
正
収
集
古
瓦
、

古
瓦
譜
〔
尊
賢
筆
〕
（
以
上
石
山
寺
）

西
大
寺
の
歴
史
と
そ
の
伽
藍

平
城
京
と
西
大
寺

京
北
班
田
図
と
西
大
寺

西
大
寺
と
秋
篠
寺

西
大
寺
古
絵
図
が
語
る
も
の

◎
西
大
寺
寺
中
曼
荼
羅
、
南
都
西
大
寺
中
古

伽
藍
図
（
以
上
西
大
寺
）
‘
◎
西
大
寺
古
伽
藍

敷
地
井
現
存
堂
舎
坊
院
図
（
東
京
大
学
文
学

部
）
‘
◎
大
和
国
西
大
寺
伽
藍
絵
図
（
西
大
寺
）
、

◎
大
和
国
西
大
寺
往
古
敷
地
図
、
◎
大
和
国

西
大
寺
敷
地
図
、
◎
大
和
国
西
大
寺
敷
地
図
、

◎
大
和
国
西
大
寺
敷
地
之
図
、
◎
大
和
国
添

下
郡
京
北
条
里
図
（
以
上
東
京
大
学
文
学
部
）
、

◎
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
（
西
大
寺
）
、

◎
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
（
東
京
大
学

文
学
部
）
、
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
＾
富

岡
本
＞
（
大
和
文
華
館
）
、
大
和
国
添
下
郡
京

北
班
田
図
＾
西
岡
本
＞
（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
）
、
◎
大
和
国
西
大
寺
与
秋
篠
寺
堺
相

論
絵
図
（
東
京
大
学
文
学
部
）
‘
◎
大
和
国
西

大
寺
与
秋
篠
寺
堺
相
論
絵
図
（
西
大
寺
）
、
◎

大
和
国
西
大
寺
領
之
図
（
東
京
大
学
文
学
部
）
、

額
田
寺
伽
藍
井
条
里
図
＾
復
元
図
＞
（
東
京

大
学
史
料
編
募
所
）
‘
◎
西
大
寺
資
財
流
記
帳
、

◎
西
大
寺
三
宝
料
田
畠
目
録
、
西
大
寺
文
書

（
以
上
西
大
寺
）
、
大
元
帥
法
秘
抄
（
東
京
大

学
史
料
編
慕
所
）
、
＠
大
砒
慮
遮
那
神
変
加

持
経
＾
吉
備
由
利
願
経
＞
、
興
正
菩
薩
像
（
以

上
西
大
寺
）
、
西
大
寺
出
土
瓦
、
西
隆
寺
出
土

瓦
（
以
上
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
、
西
大
寺
出

土
銅
印
（
西
大
寺
）
、
称
徳
天
皇
山
荘
跡
出
土

品
、
平
城
京
大
内
裏
跡
坪
割
之
図
＾
北
浦
定

政
＞
（
以
上
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
、
平
城
京

及
大
内
裏
考
＾
関
野
貞
＞
（
東
京
大
学
）

V 

本
館
・
東
西
新
館

主
な
出
陳
品

【
工
芸
】

〈
西
新
館
北
〉

7
/
2
3
¥

◎
金
銅
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
（
海
龍
王
寺
）、

◎
五
輪
塔
嵌
装
舎
利
厨
子
（
不
退
寺
）
〈
＼
9

／
1
〉、
◎
三
角
五
輪
塔
（
浄
土
寺
）
〈
9
／
3
¥〉、

◎
首
懸
駄
都
種
子
曼
荼
羅
厨
子
（
当
館
）
〈
＼

9
/
l
〉
、
春
日
龍
珠
箱
（
当
館
）
‘
◎
金
銅
透

彫
経
筒
（
万
徳
寺
）
、
＠
金
銅
透
彫
華
籠
（
神

照
寺
）
、
竹
製
華
籠
（
性
海
寺
）
〈
＼
9
／
l
〉、

◎
黒
漆
蒔
絵
戒
体
箱
（
万
徳
寺
）
、
＠
金
銅
透

彫
華
裳
（
中
尊
寺
金
色
院
）
‘
◎
金
銅
透
彫
華

墜
、
金
銅
尾
長
鳥
文
華
髭
（
以
上
当
館
）
、
◎

木
製
蓮
華
文
華
嬰
（
霊
山
寺
）
〈
＼
9
／
l
〉、

＠
金
銅
密
教
法
具
（
厳
島
神
社
）
‘
◎
銅
鏡
（
円

福
寺
）
‘
◎
金
銅
独
鈷
鈴
（
個
人
）
‘
◎
金
銅
一!I

鈷
鈴
（
個
人
）
、
金
銅
五
鈷
鈴
（
当
館
）
‘
◎
金

銅
宝
珠
鈴
（
個
人
）
‘
◎
牡
丹
文
香
合
（
当
館
）

〈¥
9
/
l
〉
ヽ
＠
椰
蒔
絵
手
箱
（
熊
野
速
玉
大

社
）
〈
＼
9
／
l
〉

〈
西
新
館
北
〉

7
/
2
3
i

◎
鬼
面
文
鬼
瓦
＾
伝
奈
良
・
大
安
寺
出
土
＞

（
個
人
）
‘
◎
鳳
凰
埓
（
南
法
華
寺
）
‘
◎
石
製

九
輪
＾
奈
良
・
山
村
廃
寺
出
土
＞
（
円
照
寺
）
、

＠
粟
原
寺
伏
鉢
（
談
山
神
社
）
、
中
国
古
瓦
〈
＼

9
/
8
〉
（
か
わ
ら
美
術
館
）
‘
◎
佐
井
寺
僧
道

薬
墓
出
土
品
（
当
館
）
‘
◎
青
磁
鉢
（
正
暦
寺
）
、

◎
鍍
銀
経
箱
、
◎
藤
原
道
長
願
経
＾
奈
良
・

金
峯
山
経
塚
出
土
＞
（
以
上
金
峯
神
社
）
、
＠

朝
熊
山
経
塚
遺
物
＾
三
重
・
経
ヶ
峰
経
塚
出

【
絵
画
】

N 

＼
 

3
 

7
/
2
 

皿

特
別
展

「
観
音
の
み
て
ら
石
山
寺
」

II 

平
常
展

「
仏
教
美
術
の
名
品
」



◎木造紅破璃阿弥陀如来坐像 当麻寺

平
安
時
代
初
期
の
仏
像

来
坐
像
（
当
館
）
、
＠
木
造
薬
師
如
来
立
像
（
元

興
寺
）
‘
◎
木
造
吉
祥
天
立
像
（
法
明
寺
）
、
◎

大
寺
）

【
彫
刻
】
〈
本
館
〉

奈
良
時
代
の
仏
像

天
立
像
、
◎
脱
活
乾
漆
・
木
造
伝
救
脱
菩
薩

立
像
（
以
上
秋
篠
寺
）
‘
◎
銅
造
誕
生
釈
迦
仏

立
像
（
正
眼
寺
）
、
＠
脱
活
乾
漆
目
健
連
立
像
、

＠
脱
活
乾
漆
舎
利
弗
立
像
、
⑥
脱
活
乾
漆
緊

那
羅
立
像
（
以
上
典
福
寺
）
‘
◎
木
造
西
大
門

勅
額
（
東
大
寺
）
‘
◎
木
造
十
一面
観
音
立
像
（
薬

師
寺
）
‘
◎
銅
造
光
背
（
東
大
寺
）
‘
◎
木
造
菩

薩
立
像
（
金
竜
寺
）
‘
◎
木
心
乾
漆
文
殊
菩
薩

坐
像
（
薬
師
寺
）
、
＠
木
心
乾
漆
義
淵
僧
正
坐

像
（
岡
寺
）
、
◎
木
心
乾
漆
阿
閃
如
来
坐
像
（
西

＠
木
造
薬
師
如

7
/
2
3
1
 

◎
脱
活
乾
漆
・
木
造
梵

土
＞
（
金
剛
証
寺
）
‘
◎
粉
河
経
塚
遺
物
、
◎

銅
経
筒
・
滑
石
外
筒
（
以
上
当
館
）
‘
◎
紙
本

朱
墨
交
書
法
華
経
＾
和
歌
山
・
王
子
神
社
経

塚
出
土
＞
（
王
子
神
社
）
‘
◎
銅
板
経
＾
大
分
・

長
安
寺
経
塚
出
士
＞
（
長
安
寺
）

◎
奈
良
県
天
神
山
古
墳
出
土
品

方
格
規
矩
鏡
6
面
、
画
文
帯
神
獣
鏡
4
面
、
内

行
花
文
鏡
4
面
、
三
角
縁
神
獣
鏡
2
面
、
獣
形

鏡
3
面
、
画
像
鏡
2
面
、
獣
帯
鏡
l
面
、
人
物

鳥
獣
文
鏡
1
面
、
鉄
刀
3
口
、
鉄
剣
5
口
、
鉄
槍

1
口
、
鉄
刀
子
l
口
、
鉄
鏃
5
本
、
鉄
錐
1
本

木
造
十
一
面
観
音
立
像
（
薬
師
寺）
‘
◎
木
造

聖
観
音
立
像
（
観
心
寺
）
‘
◎
木
造
千
手
観
音

立
像
（
園
城
寺
）
‘
◎
木
造
十
一
面
観
音
立
像
（
勝

林
寺
）
‘
◎
木
造
十
一面
観
音
立
像
（
地
福
寺
）
、

◎
木
造
観
音
菩
薩
立
像
（
セ
ゾ
ン
現
代
美
術
館
）

ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
仏
教
彫
刻

〔
ガ
ン
ダ
ー
ラ
〕
石
造
菩
薩
立
像
（
個
人
）
、
ス

ト
ゥ
ッ
コ
如
来
頭
部
（
個
人
）
、
石
造
仏
伝
図
浮

彫
（
当
館
）
〔
中
国
〕
◎
木
造
諸
尊
仏
翁
（
個

人）‘
◎
石
造
三
尊
仏
蔽
（
個
人
）
‘
◎
石
造
三

尊
仏
氣
、
◎
石
造
十
一
面
観
音
立
像
（
以
上
当

館
）
〔
朝
鮮
半
島
〕
銅
造
如
来
立
像
（
光
明

寺
）
、
銅
造
如
来
立
像
（
当
館
）

檀
像

◎
木
造
観
音
菩
薩
立
像
（
本
山
寺）、

◎
木
造
菩
薩
立
像
（
個
人）‘
◎
木
造
十
一面

観
音
立
像
（
当
館
）
‘
◎
木
造
十
一面
観
音
立

像
（
海
住
山
寺
）

小
金
銅
仏

◎
銅
造
観
音
菩
薩
立
像
（
金
剛

寺
）
‘
◎
銅
造
観
音
菩
薩
立
像
（
法
隆
寺
）
、
◎

銅
造
観
音
菩
薩
立
像
（
観
心
寺
）
‘
◎
銅
造
菩

薩
半
珈
像
（
神
野
寺
）
‘
◎
銅
造
菩
薩
立
像
（
法

起
寺
）
‘
◎
銅
造
菩
薩
半
珈
像
（
東
大
寺
）

仮
面

◎
木
造
舞
楽
面
・陵
王
（
氷
室
神
社
）
、

◎
木
造
舞
楽
面
・
嵐
裔
八
仙
（
当
館
）
‘

◎
木

造
舞
楽
面
•
新
鳥
蘇
、
◎
木
造
舞
楽
面
・
納
曾

利、
◎
木
造
舞
楽
面
・皇
仁
庭
（
以
上
春
H
大

社
）
‘
◎
木
造
舞
楽
面
・
散
手
、
◎
木
造
舞
楽
面
・

胡
徳
楽
、
◎
木
造
舞
楽
面
・
胡
徳
楽
勧
杯
、
◎

木
造
舞
楽
面
・
胡
徳
楽
瓶
子
取
（
以
上
手
向

◎
木
造
増
長
天

山
八
幡
宮
）

平
安
時
代
後
期
の
仏
像

立
像
（
称
名
寺
）
‘
◎
木
造
増
長
天
立
像
（
法

明
寺
）

鎌
倉
時
代
の
仏
像

◎
木
造
如
来
坐
像
（
興

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
◎
木
造
重
源
上

人
坐
像
、
◎
木
造
菩
薩
面
（
以
上
浄
土
寺
）
、

◎
木
造
紅
跛
璃
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
当
麻
寺
）
、

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
泉
屋
博
古
館
）
、

◎
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
東
大
寺
）
、
木
造

地
蔵
・
龍
樹
菩
薩
坐
像
（
当
館
）
、
木
造
宝
冠

阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
安
楽
寿
院
）
、
木
造
阿
弥

陀
如
来
坐
像
（
当
館
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立

像
（
個
人
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
個
人
）
、

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
金
剛
寺
）
、
木
造
阿

弥
陀
如
来
坐
像
（
当
館
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来

坐
像
（
西
大
寺
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
及
び
両

脇
侍
像
（
峰
定
寺
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

（
当
館
）
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
個
人
）
、

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
東
大
寺
）
、
木
造
阿

弥
陀
如
来
立
像
（
当
館
）
‘
◎
銅
造
阿
弥
陀
如

来
立
像
（
善
光
寺
）
、
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

（
西
法
寺
）

【
絵
画
】

〈
西
新
館
北
〉

7
/
2
3
¥

IB福
寿
院
障
壁
画
〔
長
沢
蓋
雪
筆
〕
＾
松
虎

図
＞
〈
ー
8

/
2
5〉
、
＾
岩
浪
群
烏
図
•
松
鶴

一
括

7
/
2
3
1

本
館

9
/
1
0
ー

西

新

館

ふ-ぃ -

◎西大寺寺中曼荼羅西大寺

特
集
展
示

「
重
要
文
化
財
指
定
記
念

奈
良
県
天
神
山
古
墳
出
土
品
」

特
集
展
示

「
阿
弥
陀
信
仰
の
彫
像
」

師
寺
）

福
寺
）
‘
◎
木
造
十
二
神
将
立
像
＾
辰
・
未
＞

（
室
生
寺
）
、
◎
木
造
馬
頭
観
音
立
像
（
浄
瑠

璃
寺
）
‘
◎
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
（
長
命
寺
）

神
仏
習
合
の
彫
像

◎
銅
造
蔵
王
権
現
立

像
（
大
峰
山
寺
）
‘
◎
木
造
大
将
軍
神
坐
像
（
大

将
軍
八
神
社
）
、
＠
木
造
八
幡
三
神
坐
像
（
薬

◎
当
麻
曼
荼
羅
（
西
教
寺
）
‘
◎
当
麻
曼
荼
羅

縁
起
（
当
麻
寺
）
‘
◎
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
（
松

尾
寺
）
、
阿
弥
陀
来
迎
図
、
◎
二
河
白
道
図
（
以

上
当
館
）
‘
◎
釈
迦
阿
弥
陀
発
遣
来
迎
図
（
雲

辺
寺
）
‘
◎
十
王
図
〔
陸
仲
淵
筆
〕
（
当
館
）
、
◎

地
蔵
十
王
像
（
能
満
院
）

、
十
仏
十
王
像
、
◎

尊
勝
曼
荼
羅
（
以
上
当
館
）
、
法
華
曼
荼
羅
（
下

部
神
社
）
、
◎
十

一
面
観
音
像
（
能
満
院
）
、
◎

不
動
明
王
二
童
子
像
（
瑠
璃
寺
）
‘
◎
五
明
王

像（

一
乗
寺
）
、
大
随
求
曼
茶
羅
諸
尊
等
図
像
、

十
巻
抄
＾
天
部
＞
（
以
上
当
館
）
、
文
殊
普
賢

菩
薩
図
（
妙
顕
寺
）
‘
◎
厳
子
陵
・
虎
渓
三
笑

図
（
妙
心
寺
）
、
◎
十
六
羅
漢
像
（
建
仁
寺
）
、

夢
窓
疎
石
像
、
無
極
至
玄
像
（
以
上
慈
済
院
）

【
書
跡
】

〈
西
新
館
南
〉

9
/
1
4
i

◎
大
般
若
経
＾
魚
蓑
経
＞
（
薬
師
寺
）
、
＠

一

字
蓮
台
法
華
経
（
龍
光
寺
）
、
＠
法
華
経
序
品

（
宝
厳
寺
）
‘
◎
紺
紙
金
字
一
字
宝
塔
法
華
経

（
当
館
）
、
＠
法
華
経
（
長
谷
寺
）
、
＠
紺
紙
金

銀
交
書
大
般
涅
槃
経
巻
第
十
二
（
金
剛
峯
寺
）
、

＠
唐
人
送
別
詩
並
尺
贖
（
園
城
寺
）
、
＠
泉
涌

寺
勧
縁
疏
（
泉
涌
寺
）
、
◎
大
福
田
寺
勧
進
状

（
大
福
田
寺
）

特
別
出
陳
〈
本
館
〉

＠
薬
師
如
来
立
像
（
唐
招
提
寺
金
堂
）

特
別
出
陳
〈
西
新
館
北
〉

◎
薬
師
三
尊
像
（
薬
師
寺
講
堂
）

@
1
1
国

宝

◎

11
重
要
文
化
財

出
陳
品
は
、
都
合
に
よ
り
一部
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

図
＞
〈
8
／

2
7
i〉
（
以
上
薬
師
寺
）

〈
西
新
館
南
〉

9
/
1
4
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天
神
山
古
墳
は
奈
良
県
天
理
市
柳
本
町

い

ざ

な

ぎ

の
伊
射
那
岐
神
社
境
内
の
東
方
に
所
在
す

る
全
長
一
三
0
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、

す

じ

ん

あ

ん

ど

ん

東
に
は
崇
神
天
睾
陵
に
当
て
ら
れ
る
行
灯

や
ま山
古
墳
が
、
北
西
に
は
三
十
三
面
の
三
角

縁
神
獣
鏡
を
出
土
し
た
黒
塚
古
墳
が
存
在

や
な
ぎ
も
と

し
、
い
す
れ
も
柳
本
古
墳
群
に
属
し
て
い

ま
す
。
天
神
山
古
墳
は
昭
和
三
十
五
年
（
一

九
六

0
)
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
後
円
部

頂
部
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
竪
穴
式

も
く
ひ
つ

石
室
の
中
か
ら
大
豊
の
朱
を
含
む
木
櫃
と
、

そ
の
周
囲
か
ら
＿
一
十
三
面
の
鏡
や
、
多
く

の
鉄
製
刀
剣
類
な
ど
が
出
土
し
、
現
在
は

奈
良
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

銅
鏡
の
内
訳
は
、
方
格
規
矩
鏡
六
面
、
画
文

帯
神
獣
鏡
四
面
、
内
行
花
文
鏡
四
面
、
獣

形
鏡
三
面
、
画
像
鏡
二
面
、
獣
帯
鏡
＿
面
、
三

角
縁
変
形
神
獣
鏡
二
面
、
人
物
鳥
獣
文
鏡
一

面
か
ら
な
り
ま
す
。
天
神
山
古
墳
の
年
代

は
四
世
紀
後
半
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
鏡
の
中
に
は
前
期
古
墳
で
よ
く

出
土
す
る
典
型
的
な
三
角
縁
神
獣
鏡
が
含

ま
れ
す
、
後
漢
時
代
の
方
格
規
矩
鏡
や
内

行
花
文
鏡
を
主
体
と
し
、
日
本
製
と
み
ら

れ
る
特
殊
な
三
角
縁
変
形
神
獣
鏡
や
、
弥

唸喜

生
時
代
の
銅
鐸
に
通
じ
る
文
様
を
も
つ
人

物
鳥
獣
文
鏡
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
鉄
製

品
は
鉄
刀
三
口
、
鉄
剣
五
口
、
鉄
槍
＿
口
、

鉄
刀
子
一
口
、
鉄
鏃
五
本
、
鉄
施
＿
本
か
ら

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
大
和
政
権
の
成
立

を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
、
本
年
六
月
、
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
鉄
製
品
や
鏡
を
含
む
出
土
品
は
、
＿

括
し
て
平
成
十
年
度
か
ら
十
三
年
度
に
か

け
て
保
存
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
理

の
結
果
、
鉄
製
品
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
確
で

あ
っ
た
形
態
や
員
数
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま

た
鏡
は
今
ま
で
と
は
見
違
え
る
ぐ
ら
い
に

鮮
明
な
文
様
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

奈
良
県

天
神
山
古
墳
出
士
品

菫
要
文
化
財
に
指
定

流雲文縁方格規矩鏡（天神山古墳出土）

特集展示阿弥陀信仰の彫像 (7/23~) : 

今回の特集展示のテーマは、私たちにとって最もなじみ深いほとけの一つ、阿弥陀如来です。西方極楽浄土で瞑想・説法する姿、信者の

臨終時に来迎する際の姿をあらわした像はもちろん、密教式の宝冠阿弥陀、衣をまとわない裸阿弥陀、霊像として名高い信濃善光寺本尊を

模した阿弥陀像など、珍しい形式の像も紹介します。また来迎の様子を再現する儀式で用いられた仮面なども展示します。この機会にぜひ、

人々の浄土に対する強いあこがれが結晶した名作の数々をご鑑賞下さい。

特集展示重要文化財指定記念奈良県天神山古墳出土品 (9/10~) i 

今回、奈良県天理市所在の天神山古墳出土品（館蔵品）が重要文化財に指定されたのを記念して、その全容を公開します。大和朝廷

の成立を考える上に重要な鏡や、今回の修理で実態が明らかになった鉄製品などを展示します。

●公開講座●

8月10日（土）

8月24日（土）

9月 7日（土）

9月22日（日）

「石山寺の聖教」 東京大学文学部助教授月本 雅幸

「石山寺の歴史と文化財」 奈良文化財研究所歴史研究室長 綾村 宏

「石山寺縁起絵巻について」 窃山県立大学工学部助教授原口志津子

第1講 「西大寺と称徳天皇・道鏡」東京大学文学部教授佐藤 信

第2講「西大寺所蔵資料と北浦定政」

奈良文化財研究所歴史研究室長 綾村

9月29日（日） 第1講「西大寺と秋篠寺」 東京大学史料編紐所教授石上

第2講「西大寺の建築について」東京大学工学部助教授藤井

7月13日（土）奈良時代の寺院

8月10日（土）奈良時代の彫刻

後期予定

9月7日（土） 世界迫産の寺院

ー東大寺を訪ねて一（現地見学）

仏教美術打料研究センター投 井口

仏教美術研究室長松浦

企画室長岩田

主任研究U 稲本

喜晴

正昭

茂樹

泰生

宏

英一

恵介

※13時30分から15時まで。
9月22日・29日は、第1講は13時30分-14時15分。 第2講は14時25分
-15時10分。講堂にて。聴講は無料。定員は各回200名の先着順。

●ギャラリートーク●

※小学5・6年生と中学生、その保護者を対象にした教室です。
※はがきに、「親と子の文化財教室参加申込」と記入の上、氏名・住所・郵便番号・
学校名・学年・電話番号・同伴する保護者の氏名・参加を希望される月日（いくつ
でもかまいません）を必す記入して、教育室までお申し込みください。
(FAX可 0742-22-7221)
※当館講堂において10時から12時までおこないます。
※後期(9月から12月までの第2土曜日）の募集を受け付けています。

I ●ポランティアによる解説• I 

8月14日（水）「石山寺の彫像」

9月11日（水）「奈良県天神山古墳出土品について」

仏教美術打科研究センター長 井口

※いすれも14時から、展示室にて。入館者の聴講自由。

企画室長岩田 茂樹

喜睛

ボランティアによる解説を開館日の10:00-1 3:00、13:30-16:30の時間帯

に展示室でおこなっています。20名以上の団体の場合は、事前にこ相談のうえ、こ

予約をお願いします。

こ予約•お問い合せ先 教育室宮田（電話0742-22-7008)

●展覧会日程●

7 月 I 8 月 I 
， 月

本 館 菓天吾のすべて(~7/が休館(7/8-7 /22)'平常展〔彫刻） (7/23-) 
べ" -

東大寺のすべて(~7/7)休館(7/8-7/22) 平常展〔工芸・考古〕 (7 /23-l 0/6) 
.. 

西 新館
こ二匪首のみてら上辿立担/9-9/8)

， ；平常展（絵画・書跡〕(9/14-10/6) ． 
東新館 東大寺のすべて(~7/7)休館(7/8-8/8) 観音のみてら石山寺(8/9-9/8) 休館(9/9-9/13) I西大寺古絵図は語る(9/14-10/6)



ろ

J

の
こ
品
ど
示
見
展

いしやまでらえんぎえ ま き

石山寺縁起絵巻
頂要文化財

鎌介・室町・江戸時代 石山寺
7巻各縦約34cm

鎌倉時代には、各地の寺院や神社で、それぞれの創建の由
りやく

来や本腺のご利益などの説話を集成した、縁起絵巻がさかん

に製作された。石山寺の場合も、正中年間(1323~26)に、本豚
かんのん へん,,しん

の観音の変化身の数にちなんだ三十三段からなる縁起絵巻
こと"

が計画され、まず詞の撰述はなったものの、絵巻の製作はかな

らずしも順調に進まなかったようである。現存の全七巻は、満府．

絵の両方の作風から、第一・ニ・三の三巻、第四巻、第五巻、

第六・七の二巻の四群に分かれる。ここでは絵に限って見ると、

第一の群（掲出の図は、そのうち第一巻の第三段で、石山寺
"うた＜

建立時に敷地から宝鐸が出土したという話を描く）は、延炭二
．、すがごん,,ん,,ん島えまき

年(1309)の「春日権現験記絵巻」（宮内庁三の丸尚蔵館所蔵）
えどこ，，え し たかしなたかかね

に代表される、鎌倉時代後期に宮廷画所絵師の高階隆兼に

ぎえま＆ せつわが

起絵巻」に見られるような、説話画系の大和絵の生き生きとし

た線描による人物描写の伝統を正しく継承し、各部分を鮮麗

に塗り分ける彩色を伴って、端正な、しかし見ようによっては、い

ささか窮屈でうるおいに乏しいところもなくはない画風である。

ただし、「春日権現験記」にくらべると若干形式的な固さが見

受けられるので、隆兼自身の手になるのではなく、弟子あたりの

作かと推測される。この一群のほか、第五巻はそれよりやや降

る頃の、すこし系統を異にする絵師の作、第四巻は室町時代
とさみつ，，ぶ

の土佐光信の作と考えられ、そして第六・七巻は江戸時代の
た1こぶんちょう

谷文見の作であることがはっきりしている。このように時代や画

系は様々 ながら、全体としての調和を乱すことなくできあがって

いる絵巻の美しい現状は、世々変わらぬ石山寺に対する信仰
やまとえ

よって確立された大和絵の一様式を示すものであり、おそらく そのものの姿ともいえよう。
しぎさんえん

最初の正中頃の作とみなされよう。平安時代の 「信箕山縁 （美術室長 中島 博）

■開館時間 9時30分~17時（毎週金曜日および8月15日困は19時まで）
※いすれも入館は閉館の30分前まで

■休館日 月曜日（ただし8月12日、9月16日 23日(.El)は開館、
9月17日 24日図は休館）

■観覧料金
大 人 大学・高校生平

常 般 420円 130円
展
団 体 210円 70円

特 大 人 大学・高校生中学・小学生

別 般 830円 450円 250円
展
団 体 560円 250円 130円

〔交通案内〕近鉄奈良駅から徒歩15分、またはJR奈良駅・近鉄奈良駅から

バスで「氷室神社・国立博物館」下車すぐ

＊団体は賣任者が引率する20名以上。
＊「観音のみてら石山寺」開催中でも、本館のみ観覧のかたは、平常展料金で入館できます。
＊特別陳列及び特集展示は、平常展料金でこ覧いただけます。

「奈良国立博物館だよりJは、1-4・7・10月に発行します。郵送
をこ希望の方は、何月号かを明記し、返信用封筒(90円切手貼付、
宛名明記）を同封して、当館の企画室にお申し込みください。

壼 奈良国立博物館
Nara National Museum 
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